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BRAZIL研修へ行ってきました
学長メッセージ
50周年を機に、あらためて建学の精神を共有したい
次の50年の歴史をつくるのは私たち一人ひとり

ともいきのこころ
共生きの輪を世界へ。
学祖の偉業、日伯の交流の歴史を辿る
ブラジル派遣研修

淑徳人

ポラス（株）　林 夏海さん
クラブプレス

淑徳調査団
若者の政治参加、投票行動

NEWS CLIP

知識モリモリ×栄養モリモリ
若い世代から　
骨粗鬆症予防の生活習慣を

特集 1

「淑徳大学広報」に関するご意見、ご感想などのメールをお待ちしております! reply@soc.shukutoku.ac.jp

東京都豊島区南池袋1-26-9  MYT第2ビル7F
TEL. 03-5979-7061

■ 池袋サテライト・キャンパス

東京都板橋区前野町5-8-7
TEL. 03-5392-5768

■ 通信教育部

千葉県千葉市中央区大巌寺町200
TEL. 043-265-7331

■ 千葉キャンパス
総合福祉学部／コミュニティ政策学部
大学院総合福祉研究科

埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1
TEL. 049-274-1511

■ 埼玉キャンパス
国際コミュニケーション学部／経営学部
教育学部

千葉県千葉市中央区仁戸名町673　
TEL. 043-305-1881

■ 千葉第2キャンパス
看護栄養学部

東京都板橋区前野町6-36-4
TEL. 03-3966-7631

■ 東京キャンパス
人文学部
淑徳大学短期大学部
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若い世代から
骨粗鬆症予防の生活習慣を
　生活習慣病の一つである「骨粗鬆症」。高齢化社会を迎え年々増加の一途をたどり、患者は

約1,000万人を超えていると推測され、中高年女性のみならず若い女性や高齢男性も注意が必

要です。

　骨粗鬆症とは、骨がもろくなって骨折などの障害を起こしやすくなった状態のことです。正

常な骨の場合、骨吸収と骨形成のバランスが維持され骨量は一定値を保っています。骨の強

さを判定する骨密度は、女性では18歳でピークに達し、40歳代までほぼ一定を保ちその後、閉

経に伴い50歳前後から急速に低下します。

　このように加齢とともに骨密度は減少しますが、骨粗鬆症の診断は、成人（20～44歳）の平

均値を判断基準（Tスコア）とし、80％以上を正常、70～80％を骨量減少（要注意）、70％未満を

骨粗鬆症と診断されます。

　予防にはバランスのとれた食事と適度な運動が基本となります。さらに十分なカルシウム

摂取と吸収をよくする栄養素（ビタミンD･K）を摂取することが重要です。加えてエネルギー

源となる主食を適量⇒ご飯を毎食一杯以上を目安に、適度な運動⇒体重をかける運動を積極

的に、を意識した生活を心がけることが有効です。

×
栄養学科の

知識モリモリ　栄養モリモリ
今回は宮原 公子 先生に伺いました。

vol.10
■ 編集後記
　前号では淑徳大学創立50周年を記念した

特別号を刊行し、本号においても埼玉キャ

ンパス20周年式典の特集を掲載させていた

だくことができました。短い準備期間にも

かかわらず、原稿をお寄せくださった卒業

生及び関係者の皆様にこの場をお借りして

感謝申し上げます。

　さて、私が学内広報誌「Together」の編集

に関わって2年が経ちます。初めて編集に携

わる仕事をしてみて、1冊の広報誌を作り上

げるだけでも多くの方の協力と労力と時間

がかかるのだと実感しました。また、取材対

象者の学生や関係者の皆様と様々なお話を

聞くことができ、淑徳大学という大学を改

めて考えることができたと感じております。

　 最後になりますが、 今年もまたこの

「Together」が、皆さま方に末永くご愛読して

いただけるような内容を目指していきたい

と思いますので、今後ともよろしくお願い

いたします。（堀江）
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千葉ポートアリーナ

3/5  ・６土 日

第5回 長
谷川良信

記念 千葉
市長杯争

奪

会　場

● 千葉ホークス
● 宮城MAX
● 埼玉ライオンズ
● NO EXCUSE
● 清水M・S・T
● 関東ブロック選抜
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　平成 28 年 4 月より、淑徳大学大

学院に看護学研究科が開設されます。

　本大学院は、応用的な理論と研究

能力を養うことで、文化と福祉の増

進に貢献することを目的としていま

す。看護学研究科ではそれを踏まえ、看護学を中心とした教育研究対象とし、人々

の健康と安寧のため、地域社会の保健・医療・福祉の向上を目的としています。

● 看護学の基礎的知識と適切な研究法を身に付けた、
研究者や教育者

● 実践の現場の中から、よりよい看護実践を科学的に
探究し還元できる指導的看護者

● 専門的知識を応用し、多職種との連携・協働 の中で
組織運営ができる看護管理者

　看護に関する実践や教育・研究活動に高い理想と広い視野、そして深い洞察力を

備え、地域社会の保健・医療・福祉の発展に寄与しうる人材を育成します。

こ
う
い
う
人
材
を
育
て
ま
す

内観イメージ（キャンパスラウンジ）

北側外観イメージ

今春から看護学研究科開設
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今年も学園祭が各キャンパスで盛大に行われました。

女子柔道部　
全日本学生チャンピオン誕生

　今年の 8 月、初めての看護栄養学部派遣員としてブラジル研修に行ってきました。福祉・教育・
看護の学生が共に学ぶ貴重な機会で多くの体験をすることができました。大学では、患者さん
の身体だけでなく心もケアすることができる看護師になることを目標に日々取り組んでいます。
　アドミッションスタッフとして活動したり、第 1 キャンパスのバスケットボールサークル
に所属したりと人のつながりや自ら率先して動くことを大切に充実した日々を送っています。
Together で取り上げていただくのは去年東京キャンパスで行われた「淑徳女子トーク」以来 2
回目です。

　学生による研究発表や、ステージ発表だけではなく、地域の味覚をふんだんに使った模擬店販売や、近隣のNPO法人や福祉園

からの参加もあり、どのキャンパスも淑徳大学らしい地域密着型の学園祭となりました。なかでも千葉キャンパスでは、大巌寺幼

稚園から園児の皆さんが駆けつけ、微笑ましいオープニングパフォーマンスを披露してくれました。

　学園祭と並行して開催されたオープンキャンパス（特集にも記事掲載）にも、同様にたくさんの卒業生の皆さんが来校し、非常

に賑やかな会となりました。

　平成27年10月より、元女子バレーボール日本代表選手の

益子直美さんが淑徳大学女子バレーボール部の新監督とし

て就任しました。選手や指導者としての実績はもちろんの

こと、マルチに活躍されてきた益子監督は、輝く女性として、

学生たちの素晴ら

しい目標になるは

ずです。「私まで

元気をもらえそう

な チ ー ム。NO.1

を目指します！」

と意気込みを語っ

ています。

　国際コミュニケーション学部3年の臼井杏さんが、10

月4日に行われた平成27年度全日本学生柔道体重別選手

権大会（男子34回 女子31回）女子57㎏級において見事

優勝しました。多くの強

豪選手を抑えての優勝

で、本学としては8人目

（9度目）の学生チャンピ

オンとなります。大舞

台での栄冠はさらなる

自信につながったこと

でしょう。今後の活躍

に目が離せません。
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淑徳大学 学長

　足
あ  だ ち

立 　叡
あきら

SHUKUTOKU UNIVERSITY 2016

CHIBASAITAMA

岡島 杏 さん ／ 看護栄養学部 看護学科 2 年

表紙の人

女子バレーボール部
益子監督就任

10 月 31 日（土）・11 月 1 日（日）
第 49 回龍澤祭「淑徳の進歩と調和」

▲教育福祉学科　伊藤瑞穂さん（左側）と看護学科　岡島杏さん（右側）
　サンパウロ国際空港にて

10 月 24 日（土）・25 日（日）
第 20 回淑徳祭「彩～君が創る 20th ～」

11 月 21 日（土）・22 日（日）
淑徳祭「Let's have a Blast ～楽しもう！淑徳祭 TOKYO2015 ～」 

SAITAMA

TOKYOCHIBA

　
昨
年
、
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
無
事

に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
学

な
ら
で
は
の
節
目
の
催
し
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
尽
力
さ
れ
た
教
職
員
、

学
生
諸
君
、
関
係
者
の
方
々
、
ご
列
席
い

た
だ
い
た
皆
様
に
、紙
面
を
お
借
り
し
て
、

あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
新
年
を
迎
え
、
本
学
は
次

の
50
年
に
向
け
て
あ
ら
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
先
行
き
が
不
透
明
な

時
代
に
お
い
て
、
い
か
に
し
て
本
学
の

独
自
性
や
特
徴
を
発
揮
し
て
、
社
会
の

期
待
に
応
え
て
い
く
か
。
そ
の
土
台
と

な
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
共
生

き
、”
t
o
g
e
t
h
e
r 

w
i
t
h 

h
i
m“
の
精
神
で
す
。
こ
れ
を
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
再
確
認
し
、
自
覚
す
る

こ
と
が
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

最
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
、
長
谷
川
匡
俊
理
事
長
の
ご
指
導
の

も
と
、
4
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
学
祖
の

座
右
の
銘
で
あ
る
「
感
恩
奉
仕
」
の
文
字

を
刻
ん
だ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
ま
し

た
。
多
く
の
卒
業
生
や
、
実
習
に
励
む
学

生
が
社
会
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す

が
、
そ
の
思
い
や
り
に
満
ち
た
人
柄
が
、

ま
さ
に
淑
徳
ら
し
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
日
々
学
祖
の
言
葉
に
触
れ
、
他
者
の

た
め
に
進
ん
で
行
動
で
き
る
人
間
性
を
養

う
と
同
時
に
、
本
学
で
学
ぶ
こ
と
に
誇
り

と
自
信
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
建
学
の
精
神
に
も
と
づ
き
、
本
学

の
教
育
で
伝
統
的
に
大
事
に
し
て
い
る
こ

と
は
、
学
生
と
し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と

で
す
。
開
学
に
あ
た
り
、
学
祖
も
こ
の
こ

と
を
教
職
員
に
徹
底
す
る
よ
う
に
求
め
ま

し
た
。
言
葉
を
か
け
、
気
持
ち
を
受
け
止

め
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
で
、
人
は
尊
重

さ
れ
て
い
る
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
が
、
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
教
職
員
は
学
生
と
向
き
合

う
こ
と
を
い
っ
そ
う
き
め
細
か
く
実
践
し

て
い
き
ま
す
。
人
と
真
摯
に
向
き
合
う
こ

と
は
共
生
き
の
基
本
で
あ
り
、
関
係
性
を

築
く
第
一
歩
で
す
。
建
学
の
精
神
を
学
ぶ

意
味
で
、
実
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

場
で
、皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
試
み
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
国
際
社
会
に
難
問
が
山
積
す
る

な
か
で
、
私
た
ち
は
本
学
に
ふ
さ
わ
し
い

使
命
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
今
後
、
ア
ジ

ア
の
福
祉
人
材
の
育
成
支
援
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成
29
年

を
め
ど
に
、
大
学
機
関
と
し
て
の
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　
か
つ
て
、
学
祖
が
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
架
け

橋
と
な
っ
た
よ
う
に
、
共
生
き
の
バ
ト
ン

を
さ
ら
に
海
外
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
新
年
に
あ
た
り
、
一
人
ひ
と
り

が
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぐ
重
み
を
い
っ
そ
う

深
く
自
覚
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
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1. 千葉キャンパス 2. 千葉第2キャンパス

3. 埼玉キャンパス 4. 東京キャンパス
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こどもの園

命の保護ホーム

ニッケイ新聞社にて

和順ホーム和順ホーム

Sao paulo サンパウロ
・日伯寺 ・こどもの園　　

パラナ州マリンガ
・和順ホーム

・命の保護ホーム

★

イビウーナ
・日系家庭（ホームステイ）

78
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OB OG Interview

群馬県生まれ。2012 年、国際コミュニケーション学部卒業。

同年、ポラス株式会社に入社、コミュニケーション部に所属。

地元密着の不動産会社ポラスで住まいに関する情報提供ホー

ムページの運営や分析、トップパートナーでもある浦和レッ

ドダイヤモンズの事務局も務める。

多くの人とのコミュニケーションが可能性を広げる

　「
住
ま
い
探
し
と
い
う
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
る
と
き
に
、
W
E
B
を

通
じ
て
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
の
仕
事
は
、
と
て
も
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
」

　
そ
う
話
す
の
は
不
動
産
会
社
の
ポ
ラ

ス
株
式
会
社
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

部
に
所
属
す
る
林
夏
海
さ
ん
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
営
や
ユ
ー
ザ
ー
動
向
を
分

析
し
、
そ
こ
か
ら
顧
客
を
獲
得
す
る
業

務
に
就
い
て
い
ま
す
。

　
林
さ
ん
は
大
学
入
学
時
に
部
屋
探

し
で
辛
い
思
い
を
し
た
。
も
し
自
分

が
こ
の
仕
事
を
し
て
い
た
ら
も
っ
と

う
ま
く
や
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
不

動
産
・
住
宅
に
関
す
る
今
の
仕
事
を

選
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
林
さ
ん
は
大
学
を
選
ぶ
際
、
旅
行

業
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
く
て
淑
徳

大
学
の
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス
を

選
択
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
学
年
が
上
が
り
就
職
に

つ
い
て
本
気
で
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

先
輩
の
経
験
談
や
先
生
の
話
を
聞
く

う
ち
に
、
旅
行
業
だ
け
に
絞
っ
て
就

職
活
動
を
す
る
の
は
リ
ス
ク
が
高
い

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
不
動
産
業
を
も
う
一
つ
希
望

職
種
に
加
え
、
そ
の
希
望
が
叶
い
ま

し
た
。
入
社
４
年
目
を
迎
え
、
少
し

ず
つ
任
さ
れ
る
仕
事
も
大
き
く
、
そ

し
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
は
林
さ
ん
は
大
学
時
代
に
も
人

生
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
際
の

お
手
伝
い
を
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
（
ア

ド
ス
タ
ッ
フ
）
と
し
て
の
活
動
で
す
。

　「
ア
ド
ス
タ
ッ
フ
で
は
淑
徳
大
学
の

こ
と
や
自
分
の
専
門
に
つ
い
て
、
こ
れ

か
ら
大
学
進
学
を
考
え
て
い
る
高
校

生
や
そ
の
親
御
さ
ん
に
お
話
す
る
の

で
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
い
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
く
れ
た
生
徒
さ
ん
が
そ

の
後
入
学
し
て
く
れ
た
の
は
う
れ
し

か
っ
た
と
同
時
に
責
任
の
重
さ
も
感

じ
ま
し
た
ね
」
ア
ド
ス
タ
ッ
フ
の
活

動
を
通
じ
て
コ
ニ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
も
。

　「
大
学
時
代
は
同
級
生
だ
け
で
な

く
、
先
輩
た
ち
と
交
流
し
た
こ
と
で
、

世
界
が
広
が
り
ま
し
た
」
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
で
は
、
も
し

自
分
が
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
時
、
そ

れ
を
隠
す
の
で
は
な
く
同
じ
組
織
の

仲
間
と
共
有
す
る
こ
と
も
大
事
だ
と
。

　
大
変
な
こ
と
も
多
い
が
、
今
は
仕

事
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
と
林
さ
ん
。

　
最
後
に
将
来
の
展
望
を
聞
き
ま
し
た
。

　「
こ
の
先
、
結
婚
し
て
出
産
し
て

も
仕
事
を
続
け
て
行
き
た
い
で
す
ね
。

家
庭
を
持
つ
こ
と
で
新
た
な
視
点
が

で
き
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
武
器
に

も
っ
と
上
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
仕
事
が

し
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
も
っ
と
多

く
の
人
の
幸
せ
の
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
林
さ
ん
の

将
来
の
設
計
図
は
し
っ
か
り
描
か
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

いろんな人の幸せを支えたいと、新生活を始める人に
向けて住まい探しのお手伝いをする仕事に取り組む林
夏海さん。仕事だけでなく、日々 の生活で大事なのは
EQ（心の知能指数 ）の高さだといいます。林さんはどの
ような学生生活を送り、そして EQ を高めたのかをお聞
きしました。

林 夏海 さん 

ポラス株式会社

HAYASHI   Natsumi

埼玉スタジアムでポラス
ブースを設けてイベント
を実施。大人気だった写
真撮影コーナーで記念
写真（右側が林さん）

キャンパスツアー発着所
にて呼び込み中。内心は
この後のツアーが上手く
いくかドキドキです（右側
が林さん）

ゼミで中国近代史を専攻
し実地研修には5回参加。
国境を越えてたくさんの人
と交流が図れました。写
真は北京「天安門広場」に
て（左側が林さん）

photo

photo
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今回のテーマは 若者の政治参加、投票行動を徹底リサーチ !
日本の民主主義を成熟化させよう！

　
第
10
回
を
数
え
る
「
淑
徳
調
査

団
」
は
、
淑
徳
大
学
に
ま
つ
わ
る

ギ
モ
ン
や
面
白
そ
う
な
こ
と
を
リ

サ
ー
チ
し
て
い
く
企
画
で
す
。

　
2
0
1
6
年
夏
か
ら
選
挙
権
が

18
歳
か
ら
得
ら
れ
る
事
に
な
っ
た

の
で
、今
回
は
「
若
者
の
政
治
参
加
、

投
票
行
動
」と
い
う
テ
ー
マ
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部 

矢
尾
板
ク

ラ
ス
『
ち
ば
で
も
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
徹
底
リ
サ
ー
チ
！

　現在、若年世代の投票率が低いことが課題となっています。今回の衆議院総選挙の20代の投票率は、昭
和41年以降で最も低い投票率でした。矢尾板クラスでは、平成25年度より「ちばでも」プロジェクトをス
タートさせ、若者の政治参加、投票行動について、事例研究とサービスラーニング活動による若者の投票率
向上のための取り組みを進めています。
　こうした取り組みは、NHK、日本経済新聞、朝日新聞、毎日新聞、千葉日報などで、これまで取り上げてい
ただきました。平成26年度からは、千葉県選挙管理委員会と連携し、選挙啓発活動や主権者教育の取り組み
として、小学校や高等学校での模擬投票を実施したりしています。

● 投票に行っている方の理由
「市民としての権利・義務だから」が最も理由としては多く、候補者や
政党に関わる理由は少ないという結果でした。

● 投票に行っていない方の理由
「投票しても、世の中には影響を与えられないと思うから」という理由
が最も多く、次に「投票日当日に予定があるから」という理由が多いと
いう結果でした。

　これらの結果より、若者にとって、自らの投票行動が社会に影響を与
えないと感じてしまっている、若者は政治からの「疎外感」や「無力感」
を強く持っているのではないでしょうか。
　さらに印象的であったのは、「社会への疑問」や「社会への理不尽さ」は
強く感じているということでした。そうした思いの表明方法として投票
は有効ですが、表明したとしても、政治に何らかの影響を与えられない
とすれば、行動そのものが行われなくなる、という悪循環が生じている
のではないかと推測しました。

本アンケート調査の結果が、朝日新聞2015年12月20日付朝刊で紹介されました。

【期　　　間】	平成26年8月〜11月
【対　　　象】	千葉県、東京都、神奈川県、埼玉県等の関東地方に住む10

代〜20代の男女。千葉県内の県立高校の生徒さん、淑徳
大学千葉キャンパス、東京キャンパスの学生の皆さん。

【アンケート方法】	 インターネットモニター調査、WEB調査、質問紙への記
入方式による調査。

【回 答 者 数】	 1028名
【調査票の設計】	 Downs（1957）、Riker	and	Ordeshook（1968）の		
	 「合理的投票者」モデルを想定し、設計。

今回の研究成果は、12月5日、6日に横浜市立大学で開催された公
共選択学会学生の集い（13大学計38チームが参加）で発表し、他
大学の学生の皆さんとも議論を行い、さらに意見を深めました。

上原　 佑生さん（3年） 
大野 　魁斗さん（3年）
田村 　直人さん（3年）
鳰川 　貴也さん（3年）
馬場 　優樹さん（3年）
水野 　智尋さん（3年）

井上　　 采さん（4年） 
岩崎　 和幸さん（4年）
宇田川 真平さん（4年）
加世　 一貴さん（4年）
香取　 裕多さん（4年）
近藤　　 佑さん（4年）

近藤　 稜太さん（4年）
木村　 有花さん（4年）
SYEMBYE JADRAさん（4年）
永見 　慶太さん（4年）
林　 　尚吾さん（4年）
細田　 壮佑さん（4年）

　こんにちは、排球部です。現在部員数は男子11名、女子16名の計27名
で元気良く活動しています！私たちは春と秋に行われる大会での昇格を
目標に日々練習に励んでいます！バレーボール経験は部員によって様々
ですが、みんな仲が良くお互いの技術を高めるために教え合いを大切にし、
練習中も雰囲気よく体育館には笑顔が溢れています！

　私たちは東京キャンパスの教職研究会「淑徳大学師道塾」です。
　2015年11月に発足したサークルで、将来中学校や高等学校の教員を
目指す学生が集まっています。卒業単位にはなりませんが、毎週サークル
に所属しているすべての学生が参加し、実践的な模擬授業を通して授業
構成力を養っています。
　具体的には、発声方法からチョークの持ち方、黒板との向かい方、板書

　わたしたちJamHolderは、学年、学部、学科も関係なく毎週楽しく活
動しています。一人ひとりの歌に対する想いは熱く大きく、歌が大好き
な人達です。アップテンポな曲や、バラードなど様々なジャンルの曲を
歌っています。
　現在の活動としては、文化祭など大学内での行事や、図書館でのミニ
コンサート、またオープンキャンパスの際にも歌っています。

　今後の目標としては、今よりさらに活動の幅を広げ、よりたくさんの人
たちに聴いていただくための機会を増やすことです。
　わたしたちJamHolderは、その部員ほとんどがアカペラ初心者です。
歌が好きな人、アカペラに興味がある人、自分もやってみたいと感じた
人……。初心者・経験者問わずいつでもお待ちしています！

　火曜日は女子練、水曜日は男子練、金曜日は男女合同練習になっており、
土日や長期休みは他大学さんとの交流も多く遠征にいったりなど活動は
充実しています!
　個性豊かな私たちとバレーをやってみませんか？興味のある方はぜひ！
体育館でおまちしてます!!

方法や板書案の作成など、学ばなければならないことは多岐にわたりま
すが、それらの技術をひとつずつ身につけることによって、教員への道を
確かなものにしていけると考えています。
　同じ志をもった学生同士なので、時には良きライバルであり、板書案な
どで相談できる仲間でもあります。日本の歴史教育を支えることの出来
る人間になるべく、毎日切磋琢磨していきます！

クラブ
プレス

Club Press 209 各キャンパスのクラブ・同好会をご紹介します

排球部
CHIBA  Campus

● 代 表 者 ： 津田 美波 （教育福祉学科 3年）
● 創　  部 ： 1968年
● 部 員 数 ： 27名（男子11名 女子16名）
● 活 動 日 ： 火・水・金曜日（土曜日）
● 部　  室 ： 14号館8

教職研究会「淑徳大学師道塾」
TOKYO  Campus

● 代 表 者 ：澤田 星輝 （歴史学科2年）
● 創　  部 ： 2015年
● 部 員 数 ： 15名（男子12名 女子3名）
● 活 動 日 ： 毎週 火・水・木曜日
● 部　  室 ： なし

アカペラサークル JamHolder
SAITAMA  Campus

 ● 代 表 者 ： 峯嵜 桃子（こども教育学科2年）
 ● 創　  部 ： 2014年
 ● 部 員 数 ： 45名
 ● 活 動 日 ： 木曜日
 ● 部　  室 ： 部室棟301・306

Teacher

Volleyball

A cappella

Data 1
Data 2

衆議院総選挙（平成 26 年 12 月）の

20歳代の投票率は 32.58％でした。　「明るい選挙推進協会」調べ

千葉県内の若者（1028 名）に
若者の政治参加や投票行動を知るために
アンケート調査を実施しました。　 協力：朝日新聞千葉総局

「若者は、社会への疑問や社会の理不尽さ
を強く感じているが、その表明手段として
の“投票”行動に必ずしも結びついていない」

協力 ： コミュニティ政策学部　矢尾板俊平クラス 『ちばでも』 プロジェクトメンバー

社会に対する疑問を感じていますか？

社会の理不尽さを感じていますか？

Question   1

Question   2

203人大いに感じている

ある程度感じている 438人

あまり感じていない 258人

全く感じていない 115人

未回答 14人

289人大いに感じている

436人ある程度感じている

205人あまり感じていない

86人全く感じていない

12人未回答

アンケート
調査をして
みて…

政策提言

今回のアンケート調査の結果から推測できる
ことに基づき、私たちは、いくつかの政策提
言をまとめました。

今後、千葉県選挙管理委員会や千葉市選挙管理
委員会に提言内容を報告する予定です。

有権者意識を高め、若者が自己
の意思決定の基礎を築くため
に、「模擬投票」などの主権者教
育を学校教育に積極的に導入
するべき。

そ
の
❶

選挙期間中に、選挙管理委員会主催の候補者によ
る公開討論会の開催、WEBを使った有権者と候
補者とのコミュニケーションを促進するための
「投票促進条例」や候補者の政策の質を高めるた
めの「マニフェスト作成支援条例」を制定すべき。

そ
の
❷

大学キャンパス内での期日前投票
所の設置。
（千葉市で設置されれば政令指定
都市では初）

そ
の
❸

Thank you!!Thank you!!

1112



で1日の活動の総括をしましたが、訪日団の学

生たちは日本の高齢者福祉に興味関心が高く、

次から次へと質問と感想を述べました。この1

日の淑徳ツアーは彼らにとってこれからの社会

福祉勉強に大きく役立つことだと思われます。

千葉湊大漁まつりでボランティア

　11月8日、千

葉ポ ー トパ ー

クで 開 催 され

た「千 葉 湊 大

漁まつり ～第

39回千葉市民産業まつり～」に看護学科、栄養

学科の学生９名がボランティアとして参加しま

した。参加ブースは千葉市地方卸売市場で、焼

きサンマの無料配布、青果の模擬競りでした。

あいにくの雨にもかかわらず、1,200匹分の焼

きサンマの整理券はすぐに無くなるほどの人気

で、一部の学生はサンマ焼きにも挑戦しました。

焼きたてのサンマは格別のおいしさで、雨で肌

寒い中、ほっとするひと時を皆さんに届けられ

たと思います。

千葉東病院外来装飾ボランティアが 3 年目

を迎えました

　 今冬で千葉東病院外来装飾ボランテ ィ ア

Making Project in Shukutokuの活動が3年目を迎

えました。1、2年次生を中心に春夏秋冬に合わ

せたデザインを考案し、外来にて患者さんやご

家族に癒しの空間を提供しています。「看護学

生さんからのすてきな贈り物」として装飾ボラ

ンティアの活動の様子が独立行政法人国立病院

機構の機関誌「医療の広場」第55巻第7号に掲

載されました。

第7回看護栄養川柳コンテスト　

表彰作品発表

　 毎年恒例の看護川柳コンテストは、看護栄

養川柳コンテストと名称を変更し、今年で7回
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中国東北師範大学人文学院訪日団来学

　11月22日～27日、中国吉林省長春市にある東

北師範大学人文学院の穆樹源理事長、国際交流

センター李娟副センター長、福祉人材訓練セン

ター魏明先生の3人が淑徳大学を訪れ、本学の

主に社会福祉分野における相互交流について、

足立学長と田中副学長及び総合福祉学部教授陣

と会談を行いました。

　東北師範大学人文学院は、2004年に中国教育

部（日本の文部科学省）より認可を受けた私立

大学で、福祉学部、国際商務学部、文学部、デザ

イン学部など11学部を有し、約11,000人の学生

が在籍しています。

　会談や施設見学(大学施設と淑徳共生苑)を通

じて、高齢化の進む中国社会における高齢者施

設の管理者養成と福祉分野における教員養成の

支援、教員および学生の相互交流と研究課題開

発について、今後両大学間の友好関係を深めて

いくことを確認しました。

CHIBA UNIVERSITY PRESS 特別賞受賞

　9月24日、2015年度の千葉日報社主催「CHIBA 

UNIVERSITY PRESS 閉講式」にコミュニティ政策

学部斉藤保昭教授のゼミ生（3年生）らが参加し、

昨年度に引き続き本年度も特別賞を受賞しまし

た。今年の2月より千葉日報本紙の記事作成の

ために、各学生が取材や写真撮影、レイアウト

に至るまで主体的に取り組んできた成果が実り

ました。学生が作成した新聞記事は千葉日報社

CHIBA UNIVERSITY PRESS ホームページでご覧に

なれます（http://www.chibanippo.co.jp/cup/）。

各学生はこれ

を励みにして、

学生生活のよ

りい っ そうの

充実を誓っ て

いました。

淑徳版　心にひびく一文

　千葉図書館では秋の展示

として10月5日から「淑徳

版　 心にひびく一文」と題

し、これは学生・教職員に専門書・小説などジャ

ンルを問わずアンケート募集したものです。

　コメントを付けて41冊の本を紹介しており

ます。ラインナップが新鮮で、この展示の貸出

数も増加しており募集企画は大盛況です。展示

コーナーは図書館に入ってすぐ、カウンター前

にあります。

常盤平団地スポーツフェアに参加

　10月25日、地区社

会福祉協議会が熱

心な孤独死対策に

取り組んでいる千

葉県松戸市の常盤平団地で開催されたスポーツ

フェアに、コミュニティ政策学部1年Cクラス

10名と鏡教授が参加しました。学生は、会場の

設営・撤去や運営のお手伝い、さらに競技への

参加など、活躍

をしました。 地

元の皆さまから

は感謝の声をい

ただきました。

中国大学生訪日団人文学院来学

　11月27日、外務省推進「JENESYS2.0」事業の

一環として、（公財）日中友好協会主催の中国大

学生訪日団67名（社会福祉を学ぶ大学生60名

と引率7名）が淑徳大学を訪ねました。一行は午

前に淑徳共生苑において、結城教授の「日本の

高齢者施策の現状について」の講義と林施設長

の概要説明を受けた後、施設見学をしました。

　午後は千葉キャンパスの教室で戸塚学部長の

歓迎挨拶とオリエンテーションを受け、4グルー

プに分けられ、社会福祉学科2年生クラスの学生

たちと交流し、活発な意見交換をしました。その

後、一行は大学を見学して、結城教授指導のもと

目を迎え、全国各地より418句もの川柳が寄せ

られました。今回も多数の優れた作品の応募

があり、厳正な選考の結果、5作品が入選いた

しました。

　

「世界一のいも掘りまつり」で教育学部1年生

が三芳町の皆さんと交流しました

　10月3日、三芳町主催「世界一のいも掘りま

つり」に教育学部1年生が参加、開会式ではオ

リジナルソング『よしヨシMIYOSHI！カーニ

バル ―SUN富SAMBA―』を歌い踊り、専用テ

ント内の『いも版制作体験コーナー』では参加

者の方々と交流を深めながら収穫の喜びも大

いに楽しみました。係の学生たちは、開催日ま

での準備、当日の担当業務に至るまで懸命に

取り組み、まさに「共生」を実感する行事となっ

ています。

淑徳大学・文京学院大学共催講座

　今年度は「認知症社会に備えて」というテー

マで、10月3日（文京学院大学）、と10日 （淑徳

大学埼玉キャンパス） の両日、連続講座が開か

れました。淑徳大学からは2日目に看護栄養学

部教授の田代和子先生が「認知症の判断・治

療・支援」というタイトルで講演を行い、その

後、和光病院服看護部長の石川容子氏を中心

CHIBA Campus

CHIBA2nd Campus

に「さあ、あなたならどうする？家族が認知症

になったら！」というテーマでワークショップ

と質疑応答を行いました。

つるせよさこい祭り2015

　57の踊り子チームと3万人以上の観客が集う

第10回つるせよさこい祭りが、大学近隣の東武

東上線鶴瀬駅西口で10月18日に行われ、経営学

部観光経営学科岩村ゼミの2年生と3年生15人

が、踊りの進行のボランティアとして、57チーム

の会場での招集と踊りの進行管理を行いました。

朝6時半から始まった準備から午後7時までの会

場撤収作業まで、学生は祭りの進行に深く関わ

るとともに、祭りの運営の方法を学びました。

㈱コロワイド×淑徳大学・野木村ゼミと目白

大学・越川ゼミのプレゼン大会開催

　11月21日、「牛角」や「温野菜」などを運営す

る大手外食産業㈱コロワイドの協力の下、経

営学部・野木村ゼミと目白大学・越川ゼミによ

る「ラ・パウザのクリスマス・キャンペーン企

画のプレゼンテーション大会」が、横浜みなと

みらいのランドマークタワーにて開催されま

した。学生はこの企画を通じて、経営理論だけ

でなくイマジネ ー シ ョ ンの大切さやチ ー ム

ワークの大切さ等を多くのことを学ぶことが

できました。

「農業体験」サークル

大根のタネまきと人参の間引き作業

　9月12日、人文学部の「農業体験」サークル

の学生3名と土井進教授は、板橋区赤塚支所

「都市農業係」と板橋区農芸指導員8名の皆様

とともに、農業ボランティアに参加しました。

　この日は人参を5センチ間隔で間引き作業。

その後大根の種まきをしました。これらの野

菜は11月に行われる第38回「板橋農業まつり」

において、親子収穫体験でも使用されます。こ

うしたボランティア作業は昨年に続いて今年

で２回目。今回も板橋区民に喜んでいただけ

るように、一丸となって農作業に励みました。

板橋区と連携してのプロジェクトラーニング

　人文学部表現学科では、PBLに積極的に取り

組んでいます。そのうちの一つが「表現文化研

究Ⅴ（制作表現）で、板橋区と連携して行うプ

ロジェクト型学習です。発行部数20万部の板

橋区報「広報いたばし」に、「若者が発見した板

橋区の魅力」というテ ー マで記事を出稿する

もので、学生はいま初めての取材に取り組ん

でいます。

「八潮子ども夢大学」開催！

　11月7日、埼玉県八潮市の小学生が「八潮子

ども夢大学」と銘打って淑徳大学東京キャン

パスを訪問し、大学体験をしました。当日は人

文学部歴史学科の考古学研究会と教職サーク

ル「師道塾」がその運営を担当。この日は考古

学の標本作製体験として「拓本作り」に取り組

みました。参加した児童からは、「実際の縄文

土器に触れることができて楽しかった」など

の声があがりました。学生たちにとっても、自

らの知識や教育技術を再確認するうえで貴重

な体験となったようです。
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全学がこころひとつに
50周年記念事業の展開
全学がこころひとつに
50周年記念事業の展開
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50周年記念事業の展開
全学がこころひとつに
50周年記念事業の展開
全学がこころひとつに
50周年記念事業の展開

特集2

BRAZIL研修へ行ってきました
学長メッセージ
50周年を機に、あらためて建学の精神を共有したい
次の50年の歴史をつくるのは私たち一人ひとり

ともいきのこころ
共生きの輪を世界へ。
学祖の偉業、日伯の交流の歴史を辿る
ブラジル派遣研修

淑徳人

ポラス（株）　林 夏海さん
クラブプレス

淑徳調査団
若者の政治参加、投票行動

NEWS CLIP

知識モリモリ×栄養モリモリ
若い世代から　
骨粗鬆症予防の生活習慣を

特集 1

「淑徳大学広報」に関するご意見、ご感想などのメールをお待ちしております! reply@soc.shukutoku.ac.jp

東京都豊島区南池袋1-26-9  MYT第2ビル7F
TEL. 03-5979-7061

■ 池袋サテライト・キャンパス

東京都板橋区前野町5-8-7
TEL. 03-5392-5768

■ 通信教育部

千葉県千葉市中央区大巌寺町200
TEL. 043-265-7331

■ 千葉キャンパス
総合福祉学部／コミュニティ政策学部
大学院総合福祉研究科

埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1
TEL. 049-274-1511

■ 埼玉キャンパス
国際コミュニケーション学部／経営学部
教育学部

千葉県千葉市中央区仁戸名町673　
TEL. 043-305-1881

■ 千葉第2キャンパス
看護栄養学部

東京都板橋区前野町6-36-4
TEL. 03-3966-7631

■ 東京キャンパス
人文学部
淑徳大学短期大学部
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若い世代から
骨粗鬆症予防の生活習慣を
　生活習慣病の一つである「骨粗鬆症」。高齢化社会を迎え年々増加の一途をたどり、患者は

約1,000万人を超えていると推測され、中高年女性のみならず若い女性や高齢男性も注意が必

要です。

　骨粗鬆症とは、骨がもろくなって骨折などの障害を起こしやすくなった状態のことです。正

常な骨の場合、骨吸収と骨形成のバランスが維持され骨量は一定値を保っています。骨の強

さを判定する骨密度は、女性では18歳でピークに達し、40歳代までほぼ一定を保ちその後、閉

経に伴い50歳前後から急速に低下します。

　このように加齢とともに骨密度は減少しますが、骨粗鬆症の診断は、成人（20～44歳）の平

均値を判断基準（Tスコア）とし、80％以上を正常、70～80％を骨量減少（要注意）、70％未満を

骨粗鬆症と診断されます。

　予防にはバランスのとれた食事と適度な運動が基本となります。さらに十分なカルシウム

摂取と吸収をよくする栄養素（ビタミンD･K）を摂取することが重要です。加えてエネルギー

源となる主食を適量⇒ご飯を毎食一杯以上を目安に、適度な運動⇒体重をかける運動を積極

的に、を意識した生活を心がけることが有効です。

×
栄養学科の

知識モリモリ　栄養モリモリ
今回は宮原 公子 先生に伺いました。

vol.10
■ 編集後記
　前号では淑徳大学創立50周年を記念した

特別号を刊行し、本号においても埼玉キャ

ンパス20周年式典の特集を掲載させていた

だくことができました。短い準備期間にも

かかわらず、原稿をお寄せくださった卒業

生及び関係者の皆様にこの場をお借りして

感謝申し上げます。

　さて、私が学内広報誌「Together」の編集

に関わって2年が経ちます。初めて編集に携

わる仕事をしてみて、1冊の広報誌を作り上

げるだけでも多くの方の協力と労力と時間

がかかるのだと実感しました。また、取材対

象者の学生や関係者の皆様と様々なお話を

聞くことができ、淑徳大学という大学を改

めて考えることができたと感じております。

　 最後になりますが、 今年もまたこの

「Together」が、皆さま方に末永くご愛読して

いただけるような内容を目指していきたい

と思いますので、今後ともよろしくお願い

いたします。（堀江）

車椅子
バスケッ

トボール

全国選抜
大会

車車車車車車車椅椅椅椅椅椅椅子子子子子子子
ババババババススススススケケケケケケッ

ルルルルルルル
ッッッッットトトトトトトトトトトトボボボボボボボーーーーーッッッッ ボーーーーーールルルルルッッッッ ボボボーーーーーートトトトトト

全全全全全全全国国国国国国選選選選選抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜
大大大大大大大会会会会会大大大大会会会会会会抜抜抜抜抜抜抜大大大大大会会会会会全国国選選選選選抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜
大大大大抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜全全全全全全国国国国国国選選選選選選全全全全全国国国全全全全全全全国国国国国国選選選選選選抜抜抜抜抜抜抜
大大大大抜抜抜抜抜抜大大大大大大会抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜選

車椅子
バスケッ

トボール

全国選抜
大会

2016.

千葉ポートアリーナ

3/5  ・６土 日

第5回 長
谷川良信

記念 千葉
市長杯争
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会　場

● 千葉ホークス
● 宮城MAX
● 埼玉ライオンズ
● NO EXCUSE
● 清水M・S・T
● 関東ブロック選抜
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　平成 28 年 4 月より、淑徳大学大

学院に看護学研究科が開設されます。

　本大学院は、応用的な理論と研究

能力を養うことで、文化と福祉の増

進に貢献することを目的としていま

す。看護学研究科ではそれを踏まえ、看護学を中心とした教育研究対象とし、人々

の健康と安寧のため、地域社会の保健・医療・福祉の向上を目的としています。

● 看護学の基礎的知識と適切な研究法を身に付けた、
研究者や教育者

● 実践の現場の中から、よりよい看護実践を科学的に
探究し還元できる指導的看護者

● 専門的知識を応用し、多職種との連携・協働 の中で
組織運営ができる看護管理者

　看護に関する実践や教育・研究活動に高い理想と広い視野、そして深い洞察力を

備え、地域社会の保健・医療・福祉の発展に寄与しうる人材を育成します。

こ
う
い
う
人
材
を
育
て
ま
す

内観イメージ（キャンパスラウンジ）

北側外観イメージ

今春から看護学研究科開設


